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概    要 

1 （学術論文） 

精神科医療における人工知

能（AI）活用の可能性 

《筆頭論文》 

共 著 

 

令和 3年 8月 第 51回日本看護学

会論文集  看護管

理・看護教育（2021） 

論文全体の概要：精神科医療における AI 活用

の方向性やイノベーションにつながるヒントを見

出すため，質問紙調査とフォーカスグループイン

タビューを行った結果，精神科医療における AI

活用のアイデアが明らかになった．看護師が考

える AI 活用のアイデアは，①患者対応について

臨床判断・実践のフィードバックへの活用，②臨

床評価・リスクアセスメントへの活用，③バイタル

サインの測定や危険物のチェックなど業務改善

としての活用が抽出された． 

（当該論文のページ数：4頁） 

（当該論文の著者名：坂本年生，池田伸，岸美

智子，長山淳） 

（担当ページ：担当頁特定不可能） 

2 （報告・発表） 

インタビュー調査から見えてき

た精神科訪問看護における

ICT利活用のニーズ 

《筆頭論文》 

共 著 令和 6年 8月 第 25回日本医療情

報学会看護学術大

会論文集 

論文全体の概要：在宅医療における直接的な訪

問看護業務について，ICT を用いて遠隔から補

完できるかを明らかにすることを目的に，精神科

訪問看護を提供する訪問看護師 2名を対象にイ

ンタビューを行った．SCATを用いて分析したとこ

ろ，直接的なケアを支える４つの ICT利活用ニー

ズが得られた． 

（当該論文のページ数：4頁） 

（当該論文の著者名：坂本年生，森田瑞樹） 

（担当ページ：担当頁特定不可能） 

3 （報告・発表） 

精神看護学実習における技

術到達度チェックリスト活用と

学習効果 

《筆頭論文》 

共 著 令和 7年 4月 川崎医療福祉学会

誌 和文誌 

論文全体の概要：精神看護学実習における具体

的な対人関係技法に力点を置いた看護技術到

達度チェックリストを活用，学修成果を評価した

結果を報告した．結果，精神看護学実習を終え

た看護学生は，ほとんどの技術経験項目で有意

に得点が上昇していた．特に対人関係技法を具

体的にチェックリスト項目に記載した点は小項目

すべてにおいて経験できていた．精神科看護技

術としての対人関係技法の設問項目について，

具体的に表現する工夫を行った点は，有効な学

習支援として一定の効果があったと示唆された． 

（当該論文のページ数：10頁） 

（当該論文の著者名：坂本年生，石田実知子） 

（担当ページ：担当頁特定不可能） 

4 

 

（報告・発表） 

自治体×大学の福祉DX新展

開 

《筆頭論文》 

共 著 令和 7年 11月 月刊「Precision Me

dicine」2025年 11月

号 

論文全体の概要：地域課題から生まれる社会実

装型研究の新展開について，研究プロトコルの

概要報告を中心に紹介した．OpenAI 社の GPT

モデルを用いたプロトタイプを開発し，試験運用

を通じて促進要因と障壁を可視化しつつ改善を

図る研究計画である．これにより，業務効率化や

個別化支援の基盤を構築し，福祉 DX 推進と地

域共生社会実現に資する先駆的モデルを提示

した． 

（当該論文のページ数：3頁） 

（当該論文の著者名：坂本年生，高田秀志） 

（担当ページ：担当頁特定不可能） 


